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エサはカイコの成長にどのような影響を与えるのか
2年 遠藤さくら 関直緒子

実験の目的：カイコに様々なタンパク質を与え、その影響を調べること

実験１ 方法 Ａ:人工飼料のみ
Ｂ:人工飼料＋シルクパウダー４％
Ｃ:人工飼料＋シルクパウダー８％

カイコを３グループに分けシルクパウダーの有無
や割合の違いが蚕に与える影響について調べた。

結果

シルクパウダーの割合が増えるほど体重の増加が抑
制されており、見た目にも顕著に違いが現れた。繭
とサナギは病気の蔓延により計測できなかった。

考察
蚕の成長抑制の原因
↳アミノ酸中毒である可能性が高い

アミノ酸中毒：

過剰な量のアミノ酸が体内に蓄積されることで、各器官
の働きを妨げ、蚕の発育などに悪影響を与えるもの

絹糸腺は絹糸を作り出す器官であり、
5齢前ではアミノ酸を処理できない。
今回は５齢以前 にシルクパウダー
を与えたことが中毒を引き起こした
原因だと考えられる。

実験２ 方法 Ａ:人工飼料＋寒天８％
Ｂ:人工飼料＋ササミ８％
Ｃ:人工飼料＋大豆８％
Ｄ:人工飼料＋鰹節８％
Ｅ:人工飼料＋シルクパウダー４％＋寒天４％

・シルクパウダーを５齢から与える
・様々な種類のタンパク質を与える

その影響を調べる

結果１

最終体重はササミが一番大きい
その他はほぼ同じ結果であった

結果２※シルクパウダーは計測不可

繭・サナギの質量はササミが一番大きい
繭の厚さは鰹節、
繭化が最も早いのは大豆であった

考察
ササミ→最終体重、繭、サナギの質量の増加を促進
大豆 →成長促進効果なし、繭化までの期間の短期化により病気のリスク減少
鰹節 →成長促進効果なし
シルクパウダー→どの時期に与えても何らかの悪影響があるため、与えてはいけない
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